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T-1220に 関 す る 研 究

青河寛次 ・皆川正雄

社会保険神戸中央病院産婦人科

杉山陽子 ・山路邦彦

近畿母児感染症センター

富 山 化 学綜 合 研 究所 が 開 発 した β-ラ クタ ム 系 抗 生 物

質T-1220の 臨 床 意 義 を 明 らか にす る た め,そ の抗 菌 作

用 ・吸 収排 泄 ・臨 床 成 績 な ど を 目下 検 討 して い る の で,

現 在 まで に得 た 知 見 を報 告 す る。

I. 抗 菌 作 用

最 近 臨 床 分 離 した 細 菌 な らび に原 虫:127株 の T-1220

感 受 性 を 検 討 した 。 測 定 方 法 は 化 学 療 法 学 会 標 準 法 に 準

じ,108/ml接 種 時 のMICを,細 菌 はagar-plate法 に よ

り37℃ over night,原 虫 は10%血 清加SYS培 地37℃ 48

時 間 培 養 に 従 い 測 定 した 。 なお,こ の際 同時 に Carbe-

nicillin (CBPC)に 対 す るMICを も比 較 測 定 した(Table

1)。

Str. pyogenes : 8株 は0.05～0.1μg/mlのMICを 示 し,

CBPCよ りもや や 鋭 い 感 受 性 値 で あ るが, St. aureus,

St. epidermidisは0.78～>100μg/mlの 広 い感 受 性 分 布 を

呈 し,CBPCに 等 しい。E. coli : 50株 は1.56～>100 μg/

mlとStaphylococcusに 似 た 広 い分 布 で あ り,こ の傾 向

はProteus sp.のIndole(+)株, Indole (-)株 お よび

Serratiaに つ い て も認 め られ た 。 しか し, Klebsiella sp. :

8株 は ≧100μg/mlで あ る 。 Pseudomonas aerug. : 14種

は,T-1220に6.25～>100μg/mlの 範 囲 のMICを 認

め,こ の うち ≦25μg/mlが64%に 相 当 し,CBPCに 比 べ

明 らか に 良好 な 感 受 性 株 が 多 か った 。 Trichomonas vag.

に は すべ て>100μg/mlで あ る。

E.coliの 本剤 とCBPCと の感 受 性 相 関 はFig.1の 通 り

で あ るが,CBPCに 若 干 高 いMICを 示 す 株 が み られ や

す く,Pseudomonasの 相 関 の 場 合 に そ の 傾 向 が 明 らか で

あ った 。

II. 体 内 移 行

Sarcina lutea ATCC 9341株 を検 定 菌 とす る薄 層cup

法 に よ り,T-1220を 人 に 筋 注 お よび 点 滴 した 際 の体 内

移 行 を 追 求 した 。 投 与 対 象 は 健康 人volunteers 4例(体

重:48～55kg, Ccr : 86～104の 婦 人)と 子 宮 癌 第3期 患

者 と妊 娠10カ 月 で妊 娠 中 毒 症 を 伴 う婦 人 各1例 で あ る。

健 康 婦 人 にT-1220 0.5, 1.0g筋 注 時 の 血 中 濃 度 は

(Fig.2),10分 後 : 9.4, 17.6 μg/mlと 早 期 か らか な り高

値 を 占め,30分 後 : 10.7, 23.5 μg/mlでpeak levelに 当

た る。 そ の後 急 速 に低 下 しは じめ,1時 間 後:6.8, 15.4

μg/ml, 2時 間 後 : 3.5, 7.5 μg/ml,4時 間 後 : 1.1, 1.8

μg/mlで,6時 間 後 に は両 者 と もtrace値 で あ る。 これ

に 対 し,前 述 のCcr:47で 腎 障 害 中等 度 の 子 宮 癌 例 に0.5

g筋 注 す る と,10,30分 毎 に12.0, 13.4 μg/mlで1時 間

後:9.6μg/mlで あ るが,2時 間 以 降 に は 健 康 人 に比 べ

て 若 干 遷 延 傾 向 を呈 し,2,3,4時 間 後:9.2, 7.4, 4.8

μg/mlで あ り, 6, 10時 間 後 も1.7, 0.7μg/mlで あ る。

次 に,T-1220 2.0g/100m1/2hrs静 脈 内 点 滴 時 の 血 中

濃 度 は(Fig.3),健 康 婦 人 で1時 間 後 : 25.0 μg/ml,

2時 間 後 : 48.0μg/mlで 最 高 で あ り,点 滴 終 了 の の ち3

時 間 値 : 14.1μg/ml,4, 6時 間 後:6.3, 2.0μg/mlと 低

下 し,10時 間 後 にはtraceで あ る。

同 量 を妊 娠 中 毒 症 でCcr : 31の 症 例 に 連 続 点 滴 静 注 す

る と,健 康 婦 人 の場 合 よ り も高値 を 示 し,か つ,初 回 投

与 時 よ りも5回 目(毎12時 間 間 隔)投 与 時 が 更 に 高 く,

2時 間 後:64.5 μg/ml,3時 間 後:29.0μg/ml, 6, 10時 間

後:9.1, 3.5μg/mlで あ る。 な お,本 例 で は5回 目点 滴

静 注 時 の4時 間 後 ごろ に胎 児 を 娩 出 し,血 中 濃 度 : 16.3

μg/mlの 際,臍 帯 血:5.2μg/ml,羊 水:2.7μg/mlの 移

行 を 得 た 。

III. 臨 床 成 績

産 婦 人 科 領 域 の諸 感 染 症 に 対 す るT-1220の 臨 床 効 果

な らび に副 作 用 を 明 らか に す るた め,当 病 院 お よび そ の

協 力機 関 で 昭 和51年5月 よ り同 年11月 まで の 間 に受 診 し

た14例 に つ き検 討 した(Table 2)。

骨 盤 腹 膜 炎,羊 水 感 染 な どの 骨 盤 内性 器 感 染:5例 に

は,前 期 破 水 に 伴 う子 宮 内感 染 の2例 に速 や か に解 熱 効

果 を認 め る な ど,4例 に 奏 効 した 。 有 効 例 をFig.4に 示

した 。

産 婦 人 科 手 術 後 な ど の要 因が 先 行 した 亜 急 性 ～ 急 性 膀

胱 炎:6例 は, Klebsiella sp.を 除 く5例 に 有 効 だ った 。

進 行 子 宮癌 に お け る尿 瘻 形 成 の性 尿 器 同 時 感 染 で も,

化 学 療 法 効 果 を1例 に認 め た(Fig.5, 6)。

分離 菌 別 に は,E. coli, Staphylococcus aureus, Proteus
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E. coli: 50 strains Pseudomonas aeruginosa: 14 strains

Indole(-)株 などによる感染例には,良 好な感受性に一

致 した臨床効果をもた らすことができた。

薬剤投与量別では,1日1.0g : 3例, 2.0g : 7例,

4.0g : 4例 であ り,慢 性気管支肺炎例を除き3～7日

間投与 した。投与経路は,4.Ogの 場合静脈内点滴静注

し,2.0gを 静注,1.0gを 筋注 した。1日1.0g投 与 し

た感染治療例は有効,や や有効および無効が各1例 であ

り,1日2.0g以 上 投与が望ましいのではないかと推定

される。

副作用 としては,ア レルギー反応も含め,投 与量,投

与経路に関係なく,何 らの異常を認め なか った。た だ

し,本 剤投与時の副現象として進行子宮癌の2例 でKle-

bsiella,真 菌 に菌交代を来した。

T-1220投 与 による臨床検査の推移は,8～11例 の範

囲では,血 液所見,血 液生化学,尿 および クームステス

トに特記すべき影響を呈 さなかった(Table 3)。

む す び

β-ラ ク タ ム系 抗 生 物 質 で あ るT-1220の 抗 菌 作 用,体

内移 行,臨 床 成 績 を 検 討 した と ころ 次 の知 見 を 得 た 。

1) 臨 床 分 離 菌:127株 のT-1220感 受 性 分 布 を み る

と,広 い 抗 菌 スペ ク トル を 示 し,こ とに Pseecdomonas

aerag.に をま50%, E. coliに は62%, St. aureusに をま60%

が1.56～12.5μg/mlのMICで あ る 。

2) 血 中 濃 度: 0.5～2.0g投 与 時 の血 中濃 度 は,比 較

的 速 や か にpeak levelに 達 し,か つ,数 時 間後 ま で血 中

に 認 め た 。

3) 産 婦 人 科 感 染 症:14例 に 本剤1.0～4.0g/dayを 投

与 し,産 褥 子 宮 内感 染,慢 性 尿 路 感 染 な ど12例 に 効 果 を

Fig. 1 Correlogram of MIC between T-1220 and CBPC

Fig. 2 Blood levels of T-1220 Fig. 3 T-1220 levels in blood, umbilical cord 

and amnionic fluid
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Fig. 4 Case 7 28y. 

Nine months pregnant, Toxemia of pregnancy, 

Rupture of bag in the former step

Fig. 5 Case 1 56y. 

Uterocervical cancer in the 

3rd stage, Urinary fistula, 

Chronic U. T. I.

Fig. 6 Case 2 74y. 

Uterocervical cancer in the 4th 

stage, Urinary and fecal fistula, 

Chronic U. T. I.
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得た。副作用 としては,特 記すべきものはなく,た だ化

学療法時における副現象として,菌 交代2例 を経 験 し

た。
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Table 3 Change of laboratory findings before and after administration of T-1220
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STUDIES ON T-1220 
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Studies on the antibacterial activity, transfer to the interior body and clinical evalua-

tion of T-1220,ƒÀ-lactam analog antibiotic, were carried out and the following results 

were obtained. 

1) The sensitivity distribution of T-1220 against 127 strains isolated from clinical 

specimens showed that it has broad antibacterial spectrum and the percentages of number 

of strains that MIC of this drug were less than 12.5 aug/m1 was 50% in Pseudomonas 

aeruginosa, 62% in E. coli and 60% in Staphylococcus aureus. 

2) After administration of 0.5 - 2.0 g blood level rapidly reached the peak and 

the measurable blood levels of the drug was maintained for the entire several hours. 

3) To 14 cases of infectious diseases in obstetrics and gynecology 1.0 - 4.0 g of this 

drug was administered every day and it was effective against 12 cases of puerperal uterine 

infection and chronic urinary tract infections. As side effect any abnormality was not 

found. There are 2 cases of colonization.


